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· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。
虐待防止推進委員会開催日程

開催日時：毎月第2水曜日　15：30～16：00
場　　所：病院2階会議室

· 欠席届はワークフロー申請となります。開催日前に必ず提出して下さい。業務都合で欠席の場合も、必ず申請して下さい。
【事業進捗状況】
研修
精神領域　主担当：松村SGM
⇒病院内での事例・ネットからの事例を資料とし1月レポート提出形式で研修を実施していく。
高齢領域　主担当：河原SGM
⇒事例をあげた研修を12/19～12/29の期間で実施予定。2月～3月にかけ八戸市虐待防止の指針変更についての研修を予定。どちらもレポート提出の形式で実施していく。
意識調査
主担当：奥寺SGM、上野SGM
⇒調査終了し、結果をWIZ掲示板へ掲示済み。
啓発活動
主担当：大井SGM
◯標語ポスター　
⇒前回集まった標語から良かった物を選び、WIZに掲示予定であったが、スタッフの虐待に対する意識を高めてもらう為の取り組みである為、再度標語を集めた方が良いのではとの意見あり。
再度標語を集める掲示する事としている。
事例検討
担当：土岐　江利子
通所利用者　N様　男性　
スタッフに対し好き・嫌いがあり、嫌いなスタッフがいる日は来ないと話し勤務の調
整を要求。出来ること、出来ない事があり、調整は出来ない事伝えている。調整が出
来ないのであれば利用を止めると話し、その事を数年繰り返している。好きなスタッ
フについては女性として好意をもっており、個人的な付き合いを望み誘う事もある。
ケアマネ・高齢者支援センターへは相談しているが記録を残して下さいとの話あるが
具体的な解決策には至っていない。
・契約書に職員を指定する事は出来ない事、又、逸脱した要求がある場合は利用をお断りする事がある事を記載する事も必要ではないか？
・介護保険課やケアマネへ相談し地域ケア会議を提案し解決策を見出してはどうか。

高齢者虐待に関する指針の改定及びホームページへの掲載について　吉田委員長
⇒ハラスメントの事例・指針を各部署フォルダーに格納しています。PDFで作成し理事長に確認して頂きホームページ掲載していく。
虐待・ハラスメント防止対策
職員同士のハラスメントだけでなく、対利用者様/対家族様を含めたハラスメント対策の指針を作っていくが、対応する委員会が無い為、今年は虐待防止推進委員会で取り組む事となっている。
・現在指針は作成しており、今後フロー・報告書を作成していく。
・1月下旬研修実施予定。

お知らせ事項等
事例検討として北海道で起きた虐待について資料をメールにて委員全員に送りますので資料を確認し意見を提出して頂く事とします。
意見提出期限：12/24（土）

【次回委員会予定】

日時：R5年1月11日（水）15：30～

場所：病院2階　会議室

